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　企業経営における内部統制やコンプライアンスの重要性がさ

けばれる今、「違法コピーの防止」と「ソフトウェア資産管理」

に対する関心はますます高まっている。

　違法コピーが、企業の存続をも左右する重大な経営リスクを

はらんでいること。そして、違法コピーを防止し、企業価値を

向上させる有効な手段がソフトウェア資産管理であること。こ

うした認識が、企業のIT部門を中心に広がりつつあるのだ。

　ここでは、早くから知的財産権管理の重要性に着目し、

BSA評価プログラムを導入することで画期的なソフトウェア

資産管理を実現した、東北芸術工科大学様の事例をご紹介する。

その独自の取り組みプロセスは、大学のみならず企業にとって

も、ソフトウェア資産管理を推進するための格好の先行事例と

なっている。

　東北芸術工科大学様は、なぜ、いかにして、BSA評価プロ

グラムを導入したのか。そして、どんな成果を獲得したのか。

同大学・教務課長、工藤彰様にじっくりとお話をうかがった。

貴校では他大学に先駆けて、ITやネットワーク
システムの充実に取り組んでこられました。その

中で、ソフトウェアライセンスの管理については、当時
どんな状況だったのでしょうか。

知的所有権にもっとも敏感であるはずの芸術家・デ
ザイナーの“卵”たちが、なぜかソフトウェアライ
センスに対する関心が低かった……。

BSA評価プログラム導入の
背景／課題

Q

工藤　実は2002年頃までは、
ソフトウェアのライセンス管理

について、さまざまな課題を抱えてい

ました。それを整理すると、以下のよ

うになります。

❶まず教員や学生の関心が決して高く

はありませんでした。本学は芸術家や

デザイナーを養成する大学です。当然、教員も学生も著作権

教務課長

工藤彰　様

A



▲学科ごとに設置されたコンピュータルームには、「違法コピーソフトウェア
の利用について」や「ファイル交換ソフト等の利用について」などの警告文
書が掲示され、徹底した啓蒙が行われている。

全学的なソフトウェア調査
実施のプロセス

それで2003年から、全学的なソフトウェア調査
を実施されたのですね。Q
工藤　はい、そうです。そのソフトウェア調査と並行

して、教授会に対して適正な管理を要請したほか、掲

示やメールなどで学内啓蒙を開始しました。実は、ソフトウ

ェア調査は、かなりたいへんでした。まず調査票を全学に配

布して、パソコンのシリアルナンバーと、インストールされ

ているすべてのソフトウェアを記入してもらいます。その上

で、調査票と実際が合致しているかどうかを一つひとつ調べ

学外からも、さまざまな資料や情報を収集された
そうですね。Q

ソフトウェア調査の実施と、
その課題の克服

全学的なソフトウェア調査を実施され、外部から
いろんな情報収集もされたわけですが、それで問

題は解決しましたか。

Q

工藤　いえ、課題は残りました。何年間か試行錯誤を

繰り返すなかから、大きく３つの課題が浮き彫りにな
ってきたのです。それは次のようなものです。

❶まず、企業組織で実践されているプログラムをアレンジし

ても、本学にはうまく適合しないということです。企業組織

の場合、ソフトウェア資産管理はトップダウンで行われます。

また企業では業務効率のアップやコスト削減を実現するため

に、パソコン内のソフトウェア構成はほぼ標準化しているの

が普通です。しかし本学の場合、管理体制が分散化されてい

るうえ、学科やコースによって必要なソフトウェアはまちま

ちなのです。ゲーム、映像制作、グラフィックデザイン、e

ビジネス等々、みな特性が異なっている。これを管理するの

は、企業のような一律のルールではうまくいかないのです。

理事長主導により、問題解決に着手。全学的な協力
を得て、徹底した調査を実施するとともに、外部か
ら積極的な情報収集も行った。

工藤　まず、ACCS（社団法人コンピュータソフトウ

ェア著作権協会）の「すぐに始めるソフトウェア管理」

を入手し、規程化の検討を開始しました。またクオリティ社

の「IT管理ソリューションセミナー」にも参加し、資産管

理ソフト「QND Plus」のテスト用ライセンスでテスト環境

を構築し、導入評価を実施しました。

　さらに、マイクロソフト社のソフトウェア管理支援プログ

ラムへ登録し、セミナーにも参加しました。大学のなかで先

進的な取り組みを行っていた湘北短期大学を訪問して、ライ

センス管理ソフトによる管理の実例も調べました。芸術工科

大学の名にかけて、何とか自前でやりきろうと、いろんな努

力をしたわけです。

A

企業組織や、小規模大学での実践例をアレンジして
も、限界がある。あくまでオリジナルな、しかも普
遍性のある管理システムが必要だった。

A

A

ていくのです。

　授業が終わり、学生が帰ったあとの作業ですから、深夜ま

でかかることもありました。ライセンス証書が適正に保存さ

れていない場合もあり、アップグレードを追跡することにも

苦労しました。ただ理事長と理事会がこの問題の重要性を深

く認識し、理事長主導でソフトウェア管理の必要性を事前に

周知・啓蒙したので、全学的な協力を得ることができたこと

は幸いでした。

など知的財産権にもっとも敏感であるはずなのですが、当時

はそうではなかったのです。

❷また、大学ではさまざまな予算枠からパソコン本体やソフ

トウェアが購入されており、購入記録をトレースするのが困

難でした。また購入したパソコンやソフトウェアの管理は各

学科の助手などにお任せ状態で、どんな種類のソフトウェア

が、どのパソコンに、いくつインストールされているのか、

正確に把握できない状態でした。

❸さらに、人的管理の限界という問題もありました。学科ご

との分散管理体制のなかでは、例えばセキュリティパッチを

あてる作業にしても一律にはいきません。またメディアの管

理が不十分なため修理（リカバリー）をした際に、委託業者

が本来とは異なるシリアルナンバーのソフトウェアを誤って

インストールしてしまうなど、意図したわけではなく不適正

な状態となっているものもありました。

　こうした課題を解決するためには、正規の授業などで学生

をしっかりと啓蒙し、パソコン・ライセンス・インストール

情報を台帳化し、資産管理ソフトウェアを活用して管理をシ

ステム化するなど、抜本的な対策が必要だと感じるようにな

りました。

　そして何よりも、芸術家やデザイナーの“卵”を育てる本

学が、こういう状態では非常にマズイという共通認識が、大

学全体に広がっていたのです。



■東北芸術工科大学様とは？

　山形県山形市にキャンパスを置く東北芸術工科大学様は、

1992年4月に開学した。「芸術とデザインの力で、現代社会
の抱えるさまざまな課題を解決できる人材の育成」を使命

とし、「東北ルネサンス」というスローガンのもと、高い

理想と大きな志をもって教育・研究活動を推進している。

　現在、同大学には芸術学部とデザイン工学部の２学部に

７学科が設置され、約2,100名の学生が学んでいる。志願
者は地元山形県を中心に全国から集まっており、入学試験

倍率も4.6倍（2006年度）と、地方の小規模大学としては驚
異的な人気を誇っている。独自の理念、魅力と個性にあふ

れたカリキュラムなどが、若い世代からも高く評価されて

いるのだ。

【大学の概要】
•創設者：山形県・山形市
　　　　　（新たに学校法人を設立し、私学として運営）
•開　学：1992年4月
•学科／コース
【芸術学部】
美術史・文化財保存修復学科／歴史遺産学科／美術科日本画コース／美
術科洋画コース／美術科彫刻コース／美術科工芸コース
【デザイン工学部】
プロダクトデザイン学科／ 建築・環境デザイン学科／情報デザイン学
科 グラフィックデザインコース／情報デザイン学科映像コース／メデ
ィア・コンテンツデザイン学科 コンテンツプロデュース学系／メディア・
コンテンツデザイン学科 未来デザイン学系
【大学院】
芸術工学研究科　後期博士課程／修士課程
• 附置機関：総合研究センター／東北文化研究センター／文化財保存修
復研究センター／こども芸術教育研究センター／デザイン哲学研究所／
東アジア芸術文化研究所

• 東北芸術工科大学様では開学以来、早くから校内ネッ

トワークの整備に取り組み、2000年4月には全国の大

学に先駆けて「キャンパスモバイルネット」を構築した。

認証サーバによる個人ごとのセキュリティを確保し、キ

ャンパス全域での無線LANアクセス、キャンパス内で

の無料のインターネットアクセスを実現した。

• 同時に、構築したネットワークを積極的に活用するた

めに、シラバスをWeb化したほか、履修登録、成績報告、

成績照会をWeb化するなどネット上のサービスを充実

させ、学生が入学時に購入したノートパソコンによりモ

バイルネットワークを常用する環境を整えた。同校は、

いわば大学におけるIT導入の先駆者であり、ソフトウェ

ア資産管理や違法コピー防止についての積極的な取り組

みも、各方面から注目を浴びている。

▲コンピュータルームに設置されたパソコンは、学科によってインストール
されたソフトウェアが異なっている。教室・準備室等には、434台のパソコ
ン（一部台帳更新未了のものを除く）、62種類のソフトウェア、4,300超の
ライセンス（学生貸与分含む）が導入され、厳格に管理されている。

それで、BSA評価プログラムの導入を決定され
たのですね。Q
工藤　はい、そのとおりです。BSAの評価プログラム

は、専門知識を持つ監査法人やコンサルティング企業

などで構成された「ソフトウェア資産管理コンソーシアム」

の基準に準拠して作成されており、ソフトウェア資産管理の

状況がひと目でわかるのが特長です。 

　本学のオリジナルな管理システムを構築することも可能で

すし、BSAは世界をリードするソフトウェアメーカーが結集

した団体ですから、その高いハードルをクリアするというス

テータスと普遍性を得られると考えたのです。

A

BSA評価プログラムの
導入プロセス

管理規程とマニュアルの作成、管理体制の構築、管
理システムの導入、そしてソフトウェア資産の棚卸
しと監査までのサイクルを確立することが重要。

❷もう一つは、小規模校での実践例の場合、総合情報処理セ

ンターなど１カ所で集中してコンピュータ教育を行ってい
ます。だから管理もしやすい。しかし本学の場合、全学科・

全コースにコンピュータ室が分散しており、一律の管理が難

しかったのです。

❸さらに、いかに自前で管理システムを構築し、運用したと

しても、それが外部の目で見て適正であると認められなけれ

ば意味がないと判断しました。自己満足で終わってはいけな

い。管理システム自体に普遍性がないと、真の知的財産管理

にはならないと考えたのです。

BSA評価プログラムの導入は、実際にはどのよ
うな手順で行われたのですか。Q
工藤　2005年の11月に、BSA評価プログラムに則っ
て作成した管理台帳や規程、マニュアルなどの案を持

参し、予備的な事前打ち合わせを行いました。翌12月に、
BSAの関係者が来校され、現地調査を実施していただきま

した。2006年の2月に、それに基づく結果の講評があり、さ
まざまな改善事項が指摘されました。そして4月に改善案を
提出し、現在（2006年12月）までそのキャッチボールを繰
り返しながら完成度を高めているという段階です。

A



「BSA評価プログラム」による「ソフトウェア資産管理」、それは、企業や大学の「コン
プライアンス経営」を実現するための必須要件となっています。ぜひご検討ください！

BSA（ビジネス ソフトウェア アライアンス）
http://www.bsa.or.jp/

【関連サイト】
■ACCSの詳細　http://www2.accsjp.or.jp/
■ソフトウェア資産管理コンソーシアムの詳細
　http://www.samconsortium.org/

今後の予定は、どのようなものでしょうか。

工藤　BSAとの最終打合せが終了した後、規程案を

理事会で審議し、正式に施行することになります。管

理責任者と管理担当者を選任して教育を実施。そして管理ソ

フトを有効に活用して、より可用性の高い運用方法へ改めて

定着を図っていきます。さらに、ソフトウェア資産の棚卸し、

監査までのワンサイクルを早期に実施することが当面の目標

です。

BSA評価プログラムの
導入成果と、今後の課題

BSA評価プログラムを導入された効果とは、何
でしょうか。

工藤　まず、学生と教員のなかに「違法コピーをして

はならない、ソフトウェア資産管理をしっかりとやら

Q

A

知的財産権の重要性に対する大きな教育的効果が実
現するとともに、知財関連の科目充実、受託研究の
増加など、大学にも大きなメリットが。

Q

A

最後に、これからBSA評価プログラムを導入す
る学校や企業の方へ、アドバイスをお願いします。

工藤　ソフトウェア資産管理は、強い目的意識のもと

に、トップダウンでなければ実現できません。まずそ

の体制を作ることが必要です。同時に、推進担当者と現場と

が、良いコミュニケーションを保っていることが重要です。

でも、導入した成果は極めて大きなものがありますから、ぜ

ひ積極的にチャレンジしていただきたいと思います。

Q

A

▲

管理規程、各
種マニュアル、
台帳などは、世
代管理ができる
よう「紙」でも
保管されている。

「BSA評価プログラム」の評価イメージ

　これと並行して、2006年3月には、資産管理ソフトの「QND 
Plus」を導入しました。同年9月にパソコンの大幅な入れ替
えを実施したのですが、そのソフトウェア資産管理を「QND 

Plus」を使って実施しました。台帳管理とシステム管理を併

用した、完成度の高い運用形態を確立すべく頑張っていると

ころです。

なければならない」という、強い動機付けが生まれたことで

す。最近では毎日のように、ソフトウェアライセンスに関す

る問い合わせが入ります。その教育的効果が最大の成果とい

えるでしょう。

　また、BSA評価プログラムの導入と並行して、知的財産

関連の科目も非常に充実しました。さらに、BSAの高いハ

ードルをクリアしたというステータスが得られることで、今

後志願者増加や受託研究の増加など、大学にとっても大きな

メリットがあると思います。

　しかし一方で、今後の運用で改善し続けなければならない

問題はたくさんあります。たとえば、ソフトウェアによって

は、インストールしないとシリアルナンバーがわからないも

のがあります。その場合、管理ソフトが自動的に吸い上げる

シリアルナンバーと、台帳にあるインストールキーとは一致

しません。管理が非常に難しいわけです。

　またソフトウェアのバージョンが上がると、古いバージョ

ンの管理ソフトでは拾えない場合もあります。これは、ソフ

トウェアと管理ソフトの終わりなき戦いです。実は、こうし

た細かな課題がたくさんあって、そのあらゆるケースにも対

応できるようマニュアルを整備していく必要があるのです。


